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 2012 年 8 月、ストライキに参加した 34 人の鉱山労働者が警察の発砲によって死亡したマリカ
ナ鉱山での悲劇的事件から 1 年以上が経過した。マリカナ事件は南アフリカ国内外に大きなショ




し、2012年 10月 1日にはイアン・ファラム（Ian Farlam）退役判事を委員長とするマリカナ調査
委員会（通称ファラム委員会）が正式に発足した。 
 本稿では、マリカナ事件を導いた鉱山労働者のストライキについて、ストに参加した労働者へ













                                                        
1  本節での記述は主として Alexander et al.［2012］に依拠している。同書のほかにマリカナ事件に焦点を当てた著
作として Dlangamandla et al.［2013］がある。Alexander et al.［2012］ による事実経過の説明が主なインフォー
マントであるスト参加者寄りの見解となっているのに対し、虐殺事件に至る過程をマリカナ鉱山で取材した記
者による説明（Dlangamandla et al. 2013に収められた Ledwaba 2013a）は、情報源となった警察、ロンミン社、
労組（特に、当時、マリカナ鉱山で労働者代表として正式な交渉権を持っていた全国鉱山労働者組合―National 
Union of Mineworkers: NUM―）の見解を反映したものとなっている。2つの説明の際立った相違点として 2点
指摘できる。第一に、前者が NUMに対する労働者の不満・失望がストライキの原動力となったと主張するの










Alexander et al.［2012］に依拠した。 
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金交渉要求、②月給 1万 2500ランドへの賃上げ要求、③翌 10日に削岩機オペレーターがストラ
イキをすること、が決定された［Alexander 2012a, 10, 21-22］。 
8月 10日、マリカナ鉱山で削岩機オペレーターがストライキを開始した。スト参加者は経営幹
部の事務所に行進し、賃金交渉に応じることを求めたが、ロンミンの経営陣は交渉には応じず、





名が逃げ遅れ、うち 1 名が殺害された 5。逃げることができた労働者は、ワンダーコップの丘
                                                        







わけ鉱業部門において頻繁に活用されているという［Alexander 2012a, 201 endnote chap.2 no.15］。 
3  2012年初頭には、マリカナ近くのラステンバーグにあるイムプラッツ社所有プラチナ鉱山で削岩機のオペレー






求する NUMの交渉姿勢に対する不満が指摘されている［Hartford 2013, 161-163］。 
4  労働者委員会メンバーに選出されたのは、出身コミュニティでの活動、職場でのいざこざの調停、労働者が死
亡した場合に家族に連絡し遺体の送迎を手配する、サッカーの試合を組織するなどの生活や余暇の面で指導力
を発揮した経験を持つ人々であったという［Alexander 2012a, 10-11］。 
5  この発砲事件の経緯で死者が出たことについて、複数の労働者が証言に絶対的な自信を持っているものの、実
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（Wonderkop Koppie）として知られる場所で座り込みを開始した。この段階でスト参加者はヤリ





う衝突により、3 名のスト参加者（もしくは 2 名のスト参加者と近隣住民）と 2 名の警察官が殺















刺鉄線を張った。マトゥンジワが去った 20分後、警察による一斉射撃が始まった［Alexander 2012a, 
31-34］。 
2012年 8月 16日に行われた警察の発砲により、マリカナ鉱山では 34名の労働者が死亡し、少




が撃たれて死亡し、後にこの場所で撃たれたさらに 4名が病院で死亡した［Ledwaba 2013b, 60-61]7。
                                                        
6  AMCUは、1999年にムプマランガ（Mpumalanga）州のファンダイクス・ドリフト（Van Dyke’s Drift）鉱山にお
いてマトゥンジワにより結成され、2001年に労組登録を行った。AMCUがマリカナ鉱山で支持を集め始めたの
は 2011年後半に過ぎず、2012年 8月にストライキが起こった時点では、マリカナ鉱山の 3つの部門のなかで












る暴力的行為（public violence）の罪で逮捕した［Alexander 2012a, 36-40; Alexander 2012b, 175; 
Business Report, 16 August 2013, 17］。 
虐殺後もストライキは続き、9 月 7 日にはマリカナ鉱山で出勤した労働者が全労働者のわずか
2％まで減少した［Alexander 2012b, 195］。最終的に、ロンミンの経営陣は労働者との交渉に応じ、
9月 18日、削岩機のオペレーターに対する 22％の賃金上昇 8と 2000ランドの復職ボーナスを発表









ナ事件から 1週間後の 8月 23日、この悲劇がなぜ、どのようにして起こったのか、なぜ多数の死
者が出たのかについて原因を調査するため、ファラム元判事を委員長とする司法委員会を設置す









な妨害が存在することである。委員会が発足して間もない 2012年 10月 6日には証人として出席
する予定だったマリカナ鉱山ウェスタン部門の NUM 支部書記長が殺害され、その数日後には支
部長が殺害された［Business Report, 16 August 2013, 17］。2013年 3月には証人として出席するはず
だった呪術師（サンゴマ）が東ケープ（Eastern Cape）州の自宅で殺害された。このサンゴマは、
スト参加者を無敵にする儀式のための薬（ムティ―muthi―）を提供した人物とみなされていた
［Ginindza 2013］。翌 4 月には、委員会で鉱山労働者側の法定代理人を務めるダリ・ムポフ（Dali 
                                                                                                                                                                             
の行為を行った警察官は旧知ではなく、特定することはできないとした。ほかにも、昼間に撮影された写真で
は遺体の横に存在しなかったヤリやナタなどが、日没後に撮影された写真には写っている、といったことも委
員会で明らかにされた［Ledwaba 2013b, 62-63］。 
8  これにより、労働者の月給（控除前の総支給額）は、最低 9611ランドから最高 1万 3022ランドとなった［Ledwaba 
2013b, 70］。 
9  マリカナ調査委員会ウェブサイト（http://www.marikanacomm.org.za/index.html）、2013年 11月 11日アクセス。 
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ついて記憶が定かではないといった証言を繰り返した［Nash 2013; Nhlabathi 2013］。2013年 9月
半ばには、マリカナ事件に関する証拠文書の提出を意図的に拒み、事件の後に作成された文書を
事件時に書かれたかのように詐称したとして、警察が事件について「真実を語っていない」とす





なぜ実弾が用いられたのかを問う人は多い［Alexander 2012b, 174］。2013年 3～6月にファラム委
員会で証言台にたったリア・ピエハ（Riah Phiyega）警察局長官は、銃撃が警察の自己防衛のため




















                                                        
10 テレビカメラが捉えた虐殺の映像はユーチューブなどで見ることができる。たとえば、
http://www.youtube.com/watch?v=Mt11f7p13f0（2013年 8月 25日アクセス）。 
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らかにされている［Nash 2013; Sapa 2013b］。 
マリカナ事件から 1年が経過した 2013年 8月末、ファラム委員会は新たな問題に直面し、調査
の遂行に更なる遅延が発生するとともに、委員会の公平性が問われる事態となった。事の発端は
7月半ば、鉱山労働者の法定代理人が資金不足を理由に委員会から撤退したことにある［Business 











活動家が署名した意見書［Cape Times, 22 August 2013］が掲載される一方で、反アパルトヘイト運動や治療行動
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権と同盟を組む南アフリカ労働組合会議（Congress of South African Trade Unions: COSATU）のな
かでも一大勢力となっているNUMが、組合員である一般労働者を取り巻く社会状況から乖離し、
                                                                                                                                                                             
キャンペーンの訴訟を担った弁護団と比べるとムポフ弁護士ははるかに高額の報酬を得ているとして、マリカ
ナ鉱山労働者の弁護をすることは名誉なことであり、使命感を持って取り組まれるべきである、との意見書
［Geffen 2013; Lewis 2013］も同紙に投稿された。 
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長は鉱山におけるトラブルの原因ではなく結果であった［Alexander 2012a, 20; 2012b, 171, 181, 186; 





















さらに、NUMが ANCと同盟関係にある COSATUの一員であるがゆえ、ANCの政治家は AMCU





ナに関しては企業レベルで賃金交渉が行われてきた。1995年の労働関係法（Labour Relations Act, 




12万の組合員を抱える最大の労組となった［Leon 2013; Bell 2013a］。ロンミンのマリカナ鉱山に
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おいても、AMCUは非熟練労働者の 70％にあたる労働者を組合員として擁するようになった。そ










ための強制的な差し押さえ問題など［Bench Marks Foundation 2012; Steyn 2012］、マリカナ事件直
後にストライキの背景として指摘された鉱山労働者の劣悪な社会環境には今日でも何ら変化は見














の 99件、そのうち 45件が法律によって保護されない山猫ストであった［Department of Labour 2013, 
9; Sapa 2013f; Pressly 2013］13。さらに、2013年のストライキによる労働日の喪失は 2012年を超え






                                                        
13 ちなみに過去 5年間のストライキは 57件（2008年）、51件（2009年）、74件（2010年）、67件（2011年）であ
った。99件（2012年）という数字がいかに前年から大きく増加したものであったかがわかる。 
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に高いため、労働者の生活が事実上大幅に圧迫されてきたことも指摘されている［Crotty 2013］。 
ANC 政権への失望感が 2014 年に予定されている国政および州政府選挙の結果にどの程度、ど
のような形で反映されるのかは不確定である。だが、マリカナの鉱山労働者を含め、貧困層と若
者の間で急速に支持を広げつつあるのが、ANC青年同盟元議長ジュリアス・マレマ（Julius Malema）
が 2013年 7月に結成した新政党、経済自由戦士（Economic Freedom Fighters: EFF）である。マレ
マは、マリカナの虐殺事件直後に、マリカナ鉱山の労働者に対する支持を表明し、スト参加者の
間で大歓迎を受けたが［Alexander 2012b, 193］、8月 16日にマリカナ鉱山で行われた虐殺 1周年追
悼集会においても熱狂的に受け入れられた［Malatji 2013; Sapa 2013c］。さらに 9月半ば、複数の
野党や団体がファラム委員会における鉱山労働者の弁護費用を国家が負担することを求めてプレ
トリアで行ったデモ行進においても、マレマ率いる EFFがメディアの関心をひきつけた［Monama 






らず、黒人内部の経済格差が拡大するなかで、マレマと EFF の主張が ANC 政権に失望しつつあ
る多くの人々に共感を持って受けいれられる可能性は否定できない。それゆえ民主化後 20周年を




本論脱稿後の 2013年 10月 14日、ジョハネスバーグ高等裁判所は「法律扶助南アフリカ」（Legal 
Aid South Africa）に対してマリカナ鉱山労働者の弁護費用を負担することを命じる判決を下した
［Nbada 2013］。これを受け、翌 15日にはムポフ弁護士らがファラム委員会に復帰した。また、
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